
（
一
）
Ｉ
（
六
）
（
七
）
（
八
）

江
戸
時
代
の
医
学
史
上
、
永
富
独
哺
庵
や
合
田
求
吾
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
の
道
の
専
門
家
の
害
、
郷
土
史
家
の
研
究
及
び
総
説
的
な
図

（
九
）

説
を
除
い
て
は
、
殆
ん
ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
筆
者
は
、
こ
の
二
人
こ
そ
わ
が
国
医
学
の
近
代
化
の
先
駆
者
と
し
て
、
医
学
史
に
銘

記
さ
れ
て
然
る
べ
き
人
達
と
思
っ
て
い
る
。

独
哺
庵
（
享
保
十
七
年
ｌ
明
和
三
年
・
一
七
一
三
一
’
一
七
六
六
）
は
、
江
戸
中
期
の
人
で
、
僅
か
三
十
五
歳
で
こ
の
世
を
去
っ
た
薄
命
の
医
師
で

あ
っ
た
。
若
い
こ
ろ
か
ら
〃
親
試
実
験
″
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
古
医
方
を
学
び
、
師
の
吉
益
東
洞
や
山
脇
東
洋
の
教
え
を
う
け
て
実
学
を
志

し
、
三
十
歳
の
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
、
た
ま
た
ま
長
崎
か
ら
の
帰
途
、
彼
の
郷
里
で
あ
る
赤
間
関
（
山
口
県
）
に
立
寄
っ
た
合
田
求
吾
の
話

を
聞
い
て
長
崎
行
き
を
思
い
立
ち
、
通
詞
の
大
先
達
・
吉
雄
耕
牛
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
医
学
の
概
略
と
そ
の
真
髄
を
き
き
、
『
漫
遊
雑
記
』
に
そ
の

こ
と
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
求
吾
が
著
し
た
「
紅
毛
医
言
』
の
序
文
に
「
紅
毛
ノ
政
人
ヲ
剥
グ
ヲ
禁
ゼ
ズ
。
故
二
病
治
セ
ズ
シ
テ
死
セ
バ
必

ズ
剥
グ
。
是
ヲ
以
テ
諸
病
ノ
因
ル
ト
コ
ロ
瞭
然
ト
シ
テ
掌
ヲ
指
ス
ガ
如
シ
…
…
」
と
も
書
い
て
い
る
。
公
に
解
剖
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
封
建
制
度
下
の
こ
の
時
期
に
、
こ
の
よ
う
な
革
命
的
な
言
辞
を
吐
く
こ
と
に
は
随
分
と
勇
気
が
い
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
彼
は
信

は
じ
め
に

合
田
求
吾
の
「
紅
毛
医
言
』
に
つ
、、

一
Ｌ

和
曜
馨
撰
壁
言
噴
濤
平
成
三
年
八
月
三
十
一
日
受
付

長
与
健
夫
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（
一
一
）

「
讃
岐
の
四
大
医
」
と
題
し
て
書
か
れ
た
岡
田
唯
吉
氏
（
鎌
田
共
済
会
調
査
部
主
事
ｌ
当
時
）
の
文
を
基
に
し
て
、
合
田
求
吾
の
略
歴
を
紹
介
す

る
と
、
求
吾
は
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
に
現
在
の
香
川
県
三
豊
郡
豊
浜
の
医
師
の
家
に
生
ま
れ
た
。
名
は
強
、
字
は
千
之
、
通
称
は
求
吾
（
温

恭
と
も
い
う
）
。
父
祖
の
業
を
う
け
て
医
を
志
し
、
幼
い
こ
ろ
は
合
田
又
玄
、
高
橋
柳
哲
に
学
び
、
若
く
し
て
開
業
し
た
が
生
来
非
常
な
勤
勉
家

で
、
医
術
の
行
い
難
い
こ
と
や
学
理
上
に
疑
問
の
多
い
こ
と
を
悟
り
、
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
二
十
九
歳
の
折
に
京
都
に
出
て
、
松
原
一
閑
斎

に
つ
い
て
漢
方
を
、
香
川
修
庵
、
山
脇
東
洋
に
つ
い
て
古
医
方
を
数
年
に
亘
っ
て
学
ん
だ
が
な
お
満
足
せ
ず
、
さ
ら
に
江
戸
に
出
て
同
郷
の
先

輩
望
月
三
英
に
学
ん
で
帰
郷
し
た
。
そ
の
後
も
し
ば
し
ば
出
京
し
て
研
究
を
怠
ら
ず
、
東
洋
の
「
蔵
志
」
の
影
響
を
う
け
て
か
（
筆
者
註
）
、
紅

毛
に
は
変
っ
た
方
が
あ
り
、
こ
れ
を
学
べ
ば
治
術
に
益
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
ろ
う
と
、
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
三
十
九
歳
の
と
き
に
長
崎
に

ろ
ふ
う

行
き
、
大
通
詞
で
あ
り
医
師
で
も
あ
っ
た
吉
雄
耕
牛
お
よ
び
弟
の
蘆
風
に
従
っ
て
紅
毛
内
治
害
を
訳
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
『
紅
毛
医
言
』
と

念
の
人
で
あ
り
、
ま
た
先
見
性
を
も
っ
た
執
念
の
人
で
も
あ
っ
た
。

筆
者
は
、
独
哺
庵
に
こ
の
よ
う
な
序
文
を
書
か
せ
た
合
田
求
吾
が
ど
の
よ
う
な
人
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
彼
の
書
い
た
『
紅
毛
医
言
』
が
ど

っ
か

の
よ
う
な
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
知
り
た
か
っ
た
が
、
な
か
な
か
手
が
か
り
が
掴
め
な
か
っ
た
。

（
一
○
）

た
ま
た
ま
山
本
四
郎
氏
の
著
書
『
小
石
元
俊
』
（
人
物
叢
書
噸
・
吉
川
弘
文
館
）
の
中
に
、
こ
の
『
紅
毛
医
言
』
の
稿
本
が
坂
出
博
物
館
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
と
あ
っ
た
の
で
、
同
館
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
坂
出
の
鎌
田
共
済
会
郷
土
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
の
返
辞
を

得
た
の
で
、
早
速
同
博
物
館
に
閲
覧
の
希
望
を
申
し
出
て
、
こ
の
一
月
下
旬
現
地
を
訪
れ
、
同
館
の
数
多
い
所
蔵
本
の
中
か
ら
『
紅
毛
医
言
』

を
取
り
出
し
て
見
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
得
た
。
以
下
、
合
田
求
吾
と
彼
の
著
し
た
『
紅
毛
医
言
』
の
内
容
の
概
略
を
紹
介
し
、
彼
の
偉
業
と

功
績
と
を
讃
え
た
い
。

し
て
書
き
と
ど
め
た
。

合
田
求
吾
の
略
歴

（90） 488



帰
郷
の
途
中
、
馬
関
の
永
富
独
哺
庵
、
筑
前
の
亀
井
南
浜
、
安
芸
の
恵
美
三
伯
ら
と
交
り
を
結
び
、
帰
郷
後
は
長
崎
行
き
の
効
が
あ
っ
て
か

そ
の
業
日
々
妙
域
に
達
し
名
声
大
い
に
上
り
、
遠
近
よ
り
来
っ
て
治
を
乞
う
者
が
門
前
市
を
な
し
た
と
い
う
。
か
く
し
て
関
西
刀
圭
界
の
巨
星

と
し
て
人
々
の
信
頼
と
尊
敬
を
集
め
る
に
い
た
っ
た
が
、
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
五
十
歳
で
他
界
し
た
。
そ
の
著
書
に
は
『
紅
毛
医
言
』
の
ほ

か
『
野
学
草
稿
」
『
弁
医
文
集
」
な
ど
が
あ
る
。

と
じ

こ
の
本
は
和
綴
の
五
冊
一
組
の
草
稿
本
と
そ
の
整
理
本
一
冊
（
未
完
）
で
、
各
巻
の
表
紙
に
は
「
紅
毛
医
述
」
（
巻
一
）
と
あ
っ
た
り
「
西
洋

医
述
」
（
巻
五
）
と
書
か
れ
た
り
も
し
て
い
る
。
巻
一
の
冠
頭
言
の
終
り
に
「
宝
暦
十
二
年
閏
四
月
、
讃
州
合
田
強
崎
陽
寓
居
中
に
て
害

す
」
と
あ
る
の
で
、
求
吾
が
長
崎
の
吉
雄
耕
牛
宅
に
滞
在
中
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
し
、
巻
末
に
は
「
宝
暦
十
二
年
正
月

出
故
郷
二
月
十
四
日
来
長
崎
、
閨
四
月
二
十
七
日
去
長
崎
、
五
月
帰
故
郷
、
嶌
陵
山
人
」
と
あ
る
の
で
、
彼
の
長
崎
滞
在
が
二
か
月

半
ほ
ど
で
あ
っ
た
こ
と
も
は
っ
き
り
す
る
。

ま
た
整
理
本
の
巻
末
に
昭
和
四
年
十
月
十
日
、
当
時
東
大
医
学
部
の
名
誉
教
授
で
あ
っ
た
呉
秀
三
先
生
が
所
蔵
し
て
お
ら
れ
た
写
本
を
、
鎌

田
共
済
会
調
査
部
が
再
写
し
た
こ
と
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。

求
吾
が
巻
頭
に
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
稿
本
は
彼
が
吉
雄
耕
牛
宅
に
寓
居
し
、
耕
牛
及
び
弟
の
蘆
風
か
ら
藺
害
の
和
訳
を
聞
き
な
が
ら

書
き
と
ど
め
た
い
わ
ば
〃
日
記
風
の
研
究
ノ
ー
ト
〃
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
、
各
巻
の
欄
外
に
各
項
目
の
記
事
を
書
い
た
日
付
が
の
っ
て
い
る
。

え
ぐ

ま
た
巻
初
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
も
見
ら
れ
る
。
「
蛮
人
異
病
ア
リ
テ
死
ス
者
腹
ヲ
剤
リ
ソ
ノ
臓
脈
筋
骨
ヲ
観
、
ソ
ノ
病
形
、
病
源
ヲ
察
シ
、

治
術
ノ
ー
助
ト
ナ
ス
。
：
…
・
ソ
ノ
精
ヲ
欲
求
ス
ル
者
崎
陽
二
行
キ
之
ヲ
研
求
ス
ル
也
。
ソ
ノ
図
、
吾
ガ
邦
山
脇
氏
蔵
志
、
栗
山
氏
臓
図
ト
符
合

ス
。
古
方
ヲ
好
ム
モ
ノ
参
考
ス
ベ
キ
也
。
」

山
脇
東
洋
の
『
蔵
志
』
の
刊
行
（
一
七
五
九
）
の
三
年
後
、
杉
田
玄
白
、
前
野
良
沢
ら
の
『
解
体
新
書
』
の
刊
行
（
一
七
七
四
）
の
十
年
以
上

『
紅
毛
医
言
』
の
概
要
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病
名
と
し
て
は
、
中
風
、
凍
瀝
、
癩
、
梅
毒
、
狂
犬
病
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
病
名
に
は
片
カ
ナ
で
オ
ラ
ン
ダ
語

が
付
せ
ら
れ
、
簡
単
な
解
説
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば

梅
毒
（
ス
や
ハ
ン
ス
ポ
タ
）
無
病
ノ
人
ニ
テ
モ
毒
ア
ル
人
二
染
マ
、
〈
移
ル
。
親
ニ
テ
モ
又
移
ル
・
始
メ
ハ
陰
茎
二
瘡
デ
キ
ル
。
両
肢
二
筋
力

張
リ
テ
シ
コ
リ
ガ
デ
キ
ル
。
又
脇
ノ
下
ニ
モ
デ
キ
ル
。
色
赤
ク
痛
ミ
甚
ダ
シ
。
遊
女
ニ
交
し
、
〈
必
ズ
移
ル
。

ア
ダ

狂
犬
病
（
ラ
ゥ
レ
ン
ス
・
ヘ
ィ
ス
テ
ル
）
犬
二
限
ラ
ズ
諸
獣
共
ニ
フ
ル
レ
ゞ
ハ
、
ソ
ノ
毒
二
中
ル
。
狂
犬
ニ
ナ
ラ
雫
〈
尾
ヲ
股
二
挟
ン
デ
舌
ヲ
出
シ

唇
二
沫
ヲ
吐
ク
。
是
し
狂
犬
ノ
証
拠
也
乎
…
：

な
ど
、
当
時
の
オ
ラ
ン
ダ
で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
教
え
ら
れ
て
い
た
の
か
の
一
端
を
覗
う
こ
と
が
で
き
る
。
（
腫
瘍
や
肺
跨
な
ど
に
つ
い
て
の
記

前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
『
紅
毛
医
言
』
は
求
吾
の
著
作
と
い
う
よ
り
は
、
彼
が
そ
の
日
そ
の
日
に
耕
牛
や
蘆
風
か
ら
聞
い
た
オ
ラ
ン
ダ

の
医
学
、
医
療
、
と
く
に
内
科
に
関
す
る
知
識
や
技
術
情
報
を
ノ
ー
ト
風
に
書
き
と
ど
め
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
一
貫
性
に
欠
け
る
憾
承
が
あ

る
が
、
そ
の
内
容
の
豊
か
さ
に
は
驚
か
さ
れ
る
。

求
吾
自
身
、
巻
一
の
冠
頭
に
「
嘗
テ
間
ク
紅
毛
ノ
医
タ
ぐ
外
科
ア
ル
ノ
ミ
ニ
シ
テ
内
科
ア
ル
ナ
シ
ト
。
余
ヒ
ソ
カ
ニ
之
ヲ
疑
ウ
コ
ト
数

年
今
一
日
一
ニ
シ
テ
氷
解
ス
。
是
ニ
オ
イ
テ
随
ツ
テ
間
キ
随
ツ
テ
筆
シ
遂
二
積
ツ
テ
巻
ヲ
ナ
ス
」
と
、
新
ら
し
い
知
識
を
得
た
喜
び
を
率
直

に
述
べ
て
い
る
が
、
ま
た
聞
き
間
違
い
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
そ
れ
に
気
付
い
た
人
は
訂
正
し
て
ほ
し
い
、
と
も
言
っ
て
い
る
。

以
下
こ
の
稿
本
の
内
容
の
概
略
を
紹
介
し
て
み
よ
う
。

も
前
に
、
す
で
に
次
に
述
べ
る
よ
う
な
講
釈
が
長
崎
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
や
、
現
在
の
医
師
が
見
て
も
身
近
か
に
感
ず
る
よ
う
な
症
状
や
処

方
に
関
す
る
記
載
、
さ
ら
に
模
写
さ
れ
た
詳
細
な
解
剖
図
が
載
っ
て
い
る
の
に
は
新
鮮
な
驚
き
を
禁
じ
得
な
い
。

病
名
と
症
状
に
つ
い
て

『
紅
毛
医
言
』
の
内
容
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り
、
大
事
な
こ
と
を
目

す
ず薦

め
す
る
ｌ
著
者
註
）

種
痘
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
説
明
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
ヨ
シ
ッ
ト
重
ジ
プ
ト
）
国
ヨ
リ
始
ル
。
始
メ
ハ
疑
イ
後
人
信
ジ
、
紅
毛
イ
キ

キ
ズ

リ
ス
是
ヲ
ナ
ス
。
罪
人
ヲ
以
テ
試
シ
タ
リ
。
今
善
痘
ノ
膿
ヲ
ト
リ
手
足
二
鍼
ニ
テ
少
シ
疵
付
ケ
テ
其
所
エ
膿
ヲ
付
ケ
テ
上
二
布
ヲ
置
キ
巻

キ
オ
ク
也
」
。
ジ
ェ
ン
ナ
ー
の
牛
痘
に
よ
る
種
痘
が
成
功
し
た
の
は
一
七
九
六
年
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
先
立
つ
こ
と
三
十
余
年
に
こ
の
よ
う

な
予
防
法
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
こ
の
記
載
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

ま
た
直
接
医
療
と
は
関
係
な
い
が
、
次
の
よ
う
な
興
味
あ
る
こ
と
も
メ
モ
風
に
記
さ
れ
て
い
る
。

ジ
ユ
ク

「
天
竺
ノ
中
二
夫
死
ス
レ
↓
〈
土
葬
ニ
ス
。
其
妻
〈
薪
ヲ
積
ミ
テ
火
ヲ
カ
ヶ
、
其
ノ
中
二
死
ス
ル
ト
云
ウ
」

巻
二
に
は
薬
方
の
こ
と
が
主
と
し
て
記
せ
ら
れ
て
お
り
、
散
薬
、
吐
薬
、
下
剤
、
煎
湯
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
処
方
と
し
て
〃
サ
フ
ラ
ン
七

厘
、
ヲ
ク
リ
ヵ
ン
キ
リ
三
分
、
サ
ル
ホ
ロ
ネ
ル
各
一
分
″
と
か
、
サ
ル
ホ
ロ
ネ
ル
に
つ
い
て
は
〃
焔
硝
ト
硫
黄
ト
合
セ
焼
キ
タ
ル
モ
ノ
〃
な
ど

の
註
釈
も
み
ら
れ
へ
煎
湯
の
項
に
は
、
シ
ナ
モ
ン
肉
桂
の
名
も
み
ら
れ
る
。

巻
三
以
降
に
は
、
薬
に
つ
い
て
の
記
述
と
病
気
に
つ
い
て
の
説
明
に
主
体
が
お
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は
、
次
の
よ
う
な
興
味
あ
る
メ

モ
も
記
さ
れ
て
い
る
。
「
油
ノ
中
一
一
水
ノ
ァ
ル
〈
コ
ョ
リ
ヲ
水
一
一
ツ
ヶ
テ
油
ノ
中
二
入
し
し
ゞ
ハ
、
水
ハ
コ
ョ
リ
ヲ
伝
フ
テ
ト
レ
ル
モ
ノ
ナ

リ
」
。
ま
た
梅
毒
の
治
療
に
は
水
銀
を
主
薬
と
し
て
用
う
べ
き
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
（
か
な
り
の
ペ
ー
ジ
が
こ
の
処
方
の
こ
と
に
当
て
ら
れ
て
お

り
、
大
事
な
こ
と
を
見
落
し
た
お
そ
れ
が
あ
る
。
よ
り
詳
し
い
こ
と
を
知
り
た
い
方
は
直
接
、
坂
出
の
鎌
田
共
済
会
郷
土
博
物
館
へ
お
出
で
に
な
る
こ
と
と
お

載
は
見
当
ら
な
い
。
ｌ
筆
者
註
）

症
状
と
し
て
は
、
熱
病
、
腫
脹
、
油
気
、
痢
、
狂
、
病
、
黄
疸
、
嘔
吐
、
水
腫
、
痘
疹
、
咳
嗽
、
小
便
閉
、
吐
血
、
咽
頭
痛
、
卒
倒
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
中
に
は
難
し
い
漢
字
で
理
解
出
来
な
い
も
の
も
あ
る
。
昔
も
今
も
、
ま
た
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
病
気
や

い
ろ
い
ろ
な
症
状
の
あ
る
こ
と
や
、
そ
の
漢
字
表
現
法
が
今
も
変
ら
な
い
も
の
が
多
い
こ
と
も
知
ら
れ
る
。

薬
方
に
つ
い
て
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「
日
月
ヲ
祭
ル
外
〈
仏
神
ト
イ
ウ
モ
ノ
ナ
シ
」

「
紅
毛
人
〈
八
十
歳
、
九
十
歳
マ
デ
生
キ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」

こ
れ
ら
は
藺
書
の
直
訳
と
は
思
え
な
い
の
で
、
お
そ
ら
く
雑
談
中
に
耕
牛
か
蘆
風
が
言
っ
た
こ
と
を
求
吾
が
書
き
と
ど
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
こ
の
稿
本
の
も
う
一
つ
の
大
き
な
特
長
は
、
病
気
、
症
状
、
治
療
法
に
つ
い
て
の
記
載
と
と
も
に
、
蔵
府
、
骨
節
図
な
ど
と
し
て
解
剖

図
が
豊
富
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
図
の
中
に
は
誤
り
や
不
確
か
な
も
の
も
染
ら
れ
る
が
、
こ
こ
に
掲
げ
る
図
の
よ
う
に
、
現

在
の
わ
れ
わ
れ
の
知
識
か
ら
し
て
も
そ
う
外
れ
て
い
な
い
も
の
が
多
く
、
図
に
は
い
く
つ
か
の
簡
単
な
説
明
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
小
腸
と
大

腸
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
る
（
図
１
１
３
）
。

オ
ラ
ン
ダ
内
科
の
紹
介
者
と
し
て
、
医
学
史
上
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
宇
田
川
玄
随
（
一
七
五
五
’
一
七
九
七
）
で
あ
る
。
玄
随
は
、
杉
田

玄
白
、
前
野
良
沢
、
大
槻
玄
沢
ら
『
解
体
新
書
』
以
後
の
藺
学
発
展
の
主
流
に
連
な
る
人
で
、
桂
川
甫
周
の
す
す
め
で
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ゴ
ル
テ
ル

（
］
・
言
己
冒
の
、
の
。
吋
胃
屋
路
１
弓
総
）
の
内
科
書
（
一
七
四
四
刊
）
を
和
訳
し
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
『
西
説
内
科
撰
要
」
と
題
し
て
刊
行
し
た
。

繕
コ
ル
テ
ル
は
ヘ
ル
マ
ン
・
ブ
ー
ル
ハ
ー
フ
ェ
田
日
日
目
旨
冒
の
叶
冨
画
く
の
屋
訟
‐
ご
認
）
の
門
下
生
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
じ
め
て
現
代
の
内
科
学
の

源
流
と
も
い
う
べ
き
ラ
イ
デ
ン
系
の
内
科
学
が
わ
が
国
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
点
で
、
玄
随
の
功
績
は
大
き
い
。

事
実
こ
の
書
の
刊
行
以
後
、
彼
の
養
子
の
宇
田
川
玄
真
や
、
緒
方
洪
庵
の
師
匠
で
あ
る
坪
井
信
道
ら
に
よ
っ
て
そ
の
内
容
が
高
め
ら
れ
て
い

っ
た
が
、
オ
ラ
ン
ダ
の
内
科
学
の
概
要
が
玄
随
以
前
に
全
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
「
紅
毛
医
言
」
を
見
れ
ば

そ
そ

興
味
を
唆
ら
れ
る
の
は
、
玄
随
が
「
西
説
内
科
撰
要
」
を
刊
行
し
た
翌
年
の
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
に
こ
の
「
紅
毛
医
言
』
の
整
理
本
（
未

ロ
モ
ウ

完
）
を
見
て
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
「
…
：
・
通
編
奇
ナ
ル
コ
ト
ハ
奇
ナ
リ
、
然
し
ド
モ
函
葬
（
粗
略
）
滅
裂
ツ
ィ
ニ
章
ヲ

っ
た
が
、
オ
ラ
〉

明
ら
か
で
あ
る
。

宇
田
川
玄
随
の
『
紅
毛
医
言
』
評

492（94）
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ナ

ナ
サ
ズ
。
其
ノ
藺
籍
二
習
セ
ザ
ル
者
ノ
為
ス
所
ナ
ル
コ
ト
必
セ
リ
。
：
…
」
。
藺
語
の
解
読
、
藺
耆
の
習
得
に
苦
心
惨
借
し
て
ゴ
ル
テ
ル
本
を
和

こ
だ

訳
し
た
玄
随
に
し
て
象
れ
ぱ
、
こ
の
気
持
は
判
ら
ぬ
で
も
な
い
が
、
表
面
的
な
こ
と
に
拘
わ
ら
ず
そ
の
内
容
を
も
っ
と
評
価
し
て
お
れ
ば
、
玄

随
自
身
の
評
価
も
も
っ
と
高
く
な
っ
た
で
あ
る
う
に
と
惜
し
ま
れ
る
。

充
分
で
あ
る
。

上
述
し
た
よ
う
に
『
紅
毛
医
言
』
は
合
田
求
吾
が
オ
ラ
ン
ダ
医
学
と
く
に
内
科
の
内
容
を
知
ろ
う
と
長
崎
に
行
き
、
大
通
詞
で
あ
り
医
師
で

も
あ
り
藺
語
藺
書
に
通
じ
た
吉
雄
耕
牛
に
師
事
し
た
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
山
脇
東
洋
が
「
蔵
志
」
を
著
わ
し

た
の
が
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
、
杉
田
玄
白
、
前
野
良
沢
ら
が
「
解
体
新
書
」
を
刊
行
し
た
の
が
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
で
あ
る
の
で
、
こ

の
稿
本
が
書
か
れ
た
の
は
こ
の
両
書
の
中
間
の
時
期
に
当
る
が
、
こ
の
よ
う
な
認
識
だ
け
で
は
、
こ
の
稿
本
の
意
義
、
価
値
を
知
る
の
に
は
不

東
洋
が
胴
分
け
を
行
う
に
い
た
っ
た
動
機
や
経
緯
に
つ
い
て
は
医
学
史
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
省
略
す
る
が
、
〃
親
試
実
験
伽
を

モ
ッ
ト
ー
と
す
る
古
医
方
家
の
人
達
の
思
想
の
延
長
上
に
『
蔵
志
』
が
成
り
立
っ
た
こ
と
は
銘
記
す
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
永
富
独
哺
庵
や
合
田

求
吾
も
こ
の
古
医
方
の
流
れ
を
汲
朶
、
東
洋
に
教
え
を
乞
う
た
人
達
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
時
期
、
東
洋
の
象
な
ら
ず
栗
山
孝
庵
や
伊
良
子
光

顕
も
『
蔵
志
』
刊
行
の
前
年
（
一
七
五
八
）
に
腋
分
け
を
行
っ
て
お
り
、
ま
た
や
や
お
く
れ
て
明
和
七
年
（
一
七
七
○
）
に
は
河
口
信
任
も
『
解

顕
も
『
蔵
志
』
刊
行
２
與

屍
篇
』
を
著
わ
し
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
死
体
の
解
剖
に
対
し
て
、
儒
学
を
奉
ず
る
漢
方
医
は
勿
論
の
こ
と
、
古
医
方
家
の
中
に
も
吉
益
東
洞
な
ど
は
「
医
断
」

の
中
で
〃
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
医
療
に
は
何
の
役
に
も
立
た
な
い
〃
と
反
対
し
て
い
る
し
、
〃
人
道
に
反
す
る
″
〃
非
倫
理
的
で
あ
る
″
と
の

非
難
の
声
が
圧
倒
的
な
時
代
で
も
あ
っ
た
。

賀
川
玄
悦
が
『
産
論
』
を
著
わ
し
た
の
は
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
で
、
彼
は
藺
学
を
学
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
が
、
自
ら
の
経
験
に
よ
っ
て
妊

『
紅
毛
医
言
』
の
意
義
と
そ
の
時
代
背
景
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医
学
医
療
以
外
の
領
域
に
目
を
転
じ
て
染
る
と
、
平
賀
源
内
が
田
村
藍
水
と
と
も
に
江
戸
で
物
産
会
を
開
い
た
の
が
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
、

ぶ
つ
る
い
ひ
ん
ひ
つ

こ
れ
を
基
に
し
て
『
物
類
品
礁
」
を
著
し
た
の
が
『
紅
毛
医
言
』
と
同
じ
一
七
六
二
年
で
、
田
沼
意
次
の
治
政
の
頃
に
入
っ
て
い
た
こ
と
も
あ

っ
て
か
、
こ
の
頃
に
は
既
に
人
為
の
間
に
「
物
」
に
対
す
る
興
味
と
関
心
が
全
国
的
に
拡
ま
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
『
解
体
新
書
』
刊
行
と
同
じ

一
七
七
四
年
に
、
本
木
良
永
は
『
天
地
二
球
用
法
』
を
著
わ
し
て
、
．
・
ヘ
ル
’
一
ク
ス
の
地
動
説
を
わ
が
国
に
紹
介
し
て
い
る
。

八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
が
、
青
木
昆
陽
、
野
呂
元
丈
ら
に
藺
語
の
解
読
を
命
じ
た
の
が
元
文
五
年
（
一
七
四
○
）
ご
ろ
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
か
ら

三
十
年
も
経
た
ぬ
う
ち
に
、
た
と
え
藩
に
仕
え
る
医
師
や
一
部
の
知
識
人
の
間
で
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、
藺
害
を
通
じ
て
そ
の
実
学
的
、
即
物
的

な
物
の
考
え
方
が
受
容
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
自
然
や
人
間
に
対
す
る
客
観
的
な
認
識
が
飛
躍
的
に
高
ま
っ
た
こ
と
が
、
独
哺
庵
や
求
吾
の
長

崎
行
き
の
動
機
に
も
連
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
松
平
定
信
の
治
政
の
頃
に
な
る
と
「
寛
政
異
学
の
禁
」
に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で
は
主
と
し
て
藩
医
の
自
発
的
意

思
に
よ
っ
て
順
調
に
発
展
し
て
き
た
藺
学
が
、
そ
れ
を
妬
承
憎
む
勢
力
に
よ
っ
て
阻
止
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
十
九
世
紀
の
化
政
期
に
入
る
と

折
柄
次
第
に
昂
じ
て
き
た
外
圧
の
影
響
も
あ
っ
て
蘭
学
は
次
第
に
海
防
と
い
う
幕
府
の
ご
用
学
へ
と
方
向
を
転
じ
さ
せ
ら
れ
、
医
療
の
面
で
も

漢
方
と
藺
方
の
相
克
は
次
第
に
は
げ
し
さ
を
増
し
て
く
る
。

そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
未
だ
オ
ラ
ン
ダ
医
学
に
つ
い
て
の
知
識
が
極
め
て
低
く
漢
方
万
能
で
あ
っ
た
時
代
に
、
藺
人
に
接
し
藺
語
を
解

動
き
は
じ
め
て
い
た
。

娠
、
出
産
に
関
す
る
正
し
い
知
識
と
そ
れ
に
基
づ
く
処
置
法
を
確
立
し
た
。
こ
の
一
事
を
も
っ
て
し
て
も
、
医
療
が
旧
態
依
然
と
し
た
陰
陽
五

う
か
が

行
説
に
基
づ
く
思
弁
的
、
観
念
的
な
儒
医
の
域
を
脱
し
は
じ
め
た
こ
と
が
覗
わ
れ
る
。
ま
た
天
文
学
史
上
で
有
名
な
麻
田
剛
立
は
、
彼
独
自
の

研
究
か
ら
既
に
一
七
六
三
年
に
日
食
を
予
測
し
て
い
る
が
、
も
と
も
と
医
師
で
あ
り
医
療
も
行
っ
て
い
た
彼
は
『
蔵
志
」
に
も
注
目
し
て
、
そ

の
記
載
に
血
管
の
こ
と
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
独
嚥
庵
の
教
え
を
う
け
た
小
石
元
俊
が
、
師
の
教
え
に
従
っ
て
京
都
で
病

理
解
剖
の
先
駆
け
と
も
い
え
る
肺
分
け
を
行
っ
た
の
は
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
の
こ
と
で
あ
り
、
世
の
中
は
徐
為
な
が
ら
即
物
究
理
の
方
向
に
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し
藺
害
を
読
み
、
そ
れ
を
自
分
だ
け
の
特
権
と
せ
ず
、
「
紅
毛
医
言
』
に
あ
る
よ
う
な
内
容
を
独
嚥
庵
や
求
吾
の
み
な
ら
ず
多
く
の
人
に
語
り

伝
え
、
そ
の
後
の
多
く
の
藺
学
者
の
長
崎
詣
で
の
因
を
つ
く
っ
た
吉
雄
耕
牛
は
、
わ
が
国
の
医
学
史
上
偉
大
な
先
駆
者
、
推
進
者
と
い
う
べ
き

で
あ
ろ
う
。
た
だ
彼
が
長
崎
通
詞
と
い
う
身
分
で
あ
っ
た
た
め
か
、
過
少
評
価
さ
れ
勝
ち
で
あ
る
の
は
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

永
富
独
哺
庵
と
い
い
、
合
田
求
吾
と
い
い
、
江
戸
時
代
の
医
学
の
通
史
で
は
そ
の
名
の
知
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
い
人
達
で
あ
る
。
し
か
し
通

史
で
名
の
知
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
直
ち
に
人
の
価
値
を
決
め
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
多
く
の
人
達
の
中
に
は
一
般
的
に
よ

く
名
の
知
ら
れ
て
い
る
人
達
よ
り
も
、
も
っ
と
先
見
性
が
あ
り
、
実
の
あ
る
立
派
な
仕
事
を
し
た
人
々
が
い
た
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
知
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
江
戸
期
の
医
学
史
上
、
独
嚥
庵
や
求
吾
は
こ
の
よ
う
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
れ
ら
れ
る
べ
き
人
達
で
は
あ
る
ま
い
か
。

歴
史
の
流
れ
、
学
問
の
進
歩
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
『
解
体
新
書
』
刊
行
の
以
前
と
以
後
の
オ
ラ
ン
ダ
医
学
の
受
容
態
度
の
違
い
に
つ
い
て

は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
よ
う
に
思
う
。

す
な
わ
ち
、
以
前
期
に
は
藺
書
の
内
容
を
不
充
分
な
が
ら
も
理
解
出
来
た
の
は
江
戸
の
青
木
昆
陽
、
前
野
良
沢
を
除
く
と
長
崎
通
詞
の
み
で

あ
り
、
そ
の
盟
主
と
も
い
え
る
吉
雄
耕
牛
が
才
覚
と
努
力
お
よ
び
大
通
詞
と
い
う
高
い
地
位
と
か
ら
舶
載
の
藺
耆
を
手
に
入
れ
て
読
み
藺
語
を

話
し
、
出
島
に
自
由
に
出
入
し
て
藺
館
医
に
質
問
し
、
他
人
の
知
る
術
も
な
い
知
識
技
術
や
情
報
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
し
て
そ
れ
ら
を

独
哺
庵
や
求
吾
な
ど
長
崎
を
訪
れ
た
人
々
に
伝
え
る
こ
と
は
出
来
て
も
、
彼
の
職
業
柄
か
そ
の
範
囲
を
出
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
以

後
期
に
は
「
藺
学
階
梯
』
に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
大
槻
玄
沢
の
決
意
、
努
力
と
そ
れ
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
耕
牛
を
は
じ
め
と
す
る
長
崎
系
通

詞
（
志
筑
忠
雄
、
馬
場
佐
十
郎
な
ど
）
の
働
き
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
オ
ラ
ン
ダ
医
学
の
内
容
を
よ
り
詳
細
に
、
よ
り
適
確
に
知
り
得

る
よ
う
に
な
り
、
舶
載
医
書
の
翻
訳
、
刊
行
に
よ
っ
て
近
代
的
な
医
学
、
医
療
の
系
統
的
理
解
へ
の
道
が
拓
け
、
求
吾
や
玄
随
に
よ
っ
て
紹
介

さ
れ
た
内
科
学
は
や
が
て
薬
学
、
薬
理
学
、
生
理
学
、
化
学
へ
と
そ
の
裾
野
を
拡
げ
て
い
っ
た
。

お
わ
り
に
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実
用
の
み
の
以
前
期
と
、
実
用
に
実
理
の
加
わ
っ
た
以
後
期
と
の
差
は
、
こ
の
稿
本
を
見
て
も
感
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
独
哺
庵
や
求
吾
の

功
績
は
、
こ
の
両
時
期
を
つ
な
ぐ
橋
渡
し
の
役
目
を
な
し
た
点
に
あ
る
と
も
言
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
長
崎
で
得
た
知
識
を
独
哺
庵
が
小

石
元
俊
に
伝
え
、
後
に
元
俊
が
病
理
解
剖
を
通
じ
て
東
西
の
蘭
学
者
の
交
流
に
貢
献
し
た
こ
と
が
何
よ
り
も
雄
弁
に
こ
の
こ
と
を
物
語
っ
て
い

る
。
彼
ら
の
生
き
た
時
代
、
即
ち
江
戸
の
中
期
、
西
暦
に
し
て
一
七
五
○
年
代
か
ら
六
○
年
代
を
〃
わ
が
国
医
学
の
黎
明
期
″
と
み
る
筆
者
の

な
お
、
吉
雄
耕
牛
と
そ
の
弟
の
蘆
風
が
ど
の
よ
う
な
藺
書
を
基
に
し
て
、
独
嚥
庵
や
求
吾
に
医
学
、
医
療
の
講
釈
を
し
た
の
か
は
、
た
だ
紅

毛
内
治
書
、
蘭
方
内
科
書
と
あ
る
の
み
で
確
か
め
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
「
紅
毛
医
言
』
の
記
載
内
容
と
模
写
さ
れ
た
図
、
そ
れ
に
蘭

ま

書
の
刊
行
年
な
ど
か
ら
、
、
コ
ル
テ
ル
内
科
書
が
最
も
有
力
視
さ
れ
る
が
、
こ
の
辺
り
の
こ
と
に
つ
い
て
は
将
来
の
研
究
に
俟
ち
た
い
。

理
由
も
こ
こ
に
あ
る
。

も
と

合
田
求
吾
に
は
大
介
（
号
蘭
斎
）
と
い
う
弟
が
あ
り
、
求
吾
が
長
崎
か
ら
帰
郷
後
こ
の
弟
を
耕
牛
、
蘆
風
兄
弟
の
許
に
学
ば
さ
せ
て
い
る
こ
と

が
、
大
介
の
ご
子
孫
で
あ
る
合
田
慶
助
氏
（
丸
亀
市
在
住
）
宅
に
掲
げ
ら
れ
て
あ
る
額
お
よ
び
同
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
山
本
四
郎
氏
の
「
合
田

（
一
一
一
）

求
吾
兄
弟
の
伝
記
資
料
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
記
録
害
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
。

二
度
ま
で
も
弟
を
長
崎
に
送
り
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
求
吾
が
い
か
に
吉
雄
兄
弟
に
深
く
傾
倒
し
て
い
た
か
が
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
大
介

の
治
術
も
兄
求
吾
と
伯
仲
し
て
い
た
と
い
う
。

追

こ
の
小
論
を
書
く
に
あ
た
っ
て
、
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
に
お
世
話
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
ま
た
郷
土
史
家
の
文
献
探
索
に
お
骨
折
い
た

蕊

坂
出
の
鎌
田
共
済
会
・
郷
土
博
物
館
の
山
地
正
夫
館
長
、
な
ら
び
に
古
文
の
解
読
に
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
名
古
屋
大
学
医
学
部
の
酒
教
授

に
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。
ま
た
ご
所
蔵
の
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
発
表
に
快
く
ご
承
諾
を
い
た
だ
い
た
丸
亀
市
在
住
の
合
田
慶
助
氏
に
感
謝
の
意
を
捧
げ

る
。

記
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（
一
ご
藤

（
三
）
酒

（
四
）
宣

（
五
）
小

（
一
〈
）
堀

（
七
）
童

（
八
）
砧

（
九
）
古
示

（
一
ｅ
山
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二
）
岡

（
三
）
山

（
追
記
）

参
考
文
献

（
一
）
中
野

右
の
整
理
本
『
紅
毛
医
言
』
一
冊
は
、
『
香
川
県
史
⑮
芸
文
』
七
八
三
’
七
九
一
・
ヘ
ー
ジ
に
全
文
活
字
化
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
愛
知
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
名
誉
総
長
）

中
野
操
『
大
坂
名
医
伝
』
思
文
閣
出
版
（
昭
和
五
十
八
年
）
。

藤
野
恒
三
郎
「
医
学
史
話
・
杉
田
玄
白
か
ら
緒
方
洪
庵
』
菜
根
出
版
（
昭
和
五
十
九
年
）
。

酒
井
シ
ヅ
『
日
本
の
医
療
史
』
東
京
書
籍
（
昭
和
五
十
七
年
）
。

富
士
川
溝
『
日
本
医
学
史
綱
要
Ｉ
、
Ⅱ
』
（
小
川
鼎
三
校
注
）
平
凡
社
（
東
洋
文
庫
畑
）
（
昭
和
六
十
一
年
）
。

小
川
鼎
三
『
医
学
の
歴
史
』
中
央
公
論
社
（
中
公
新
書
調
）
（
昭
和
五
十
三
年
）
。

堀
江
健
也
「
本
邦
最
初
の
病
理
解
剖
提
唱
者
、
永
富
独
哺
庵
の
業
績
」
（
医
学
選
粋
ｒ
）
日
本
医
学
文
化
保
存
協
会
（
昭
和
五
十
四
年
）
。

草
薙
武
吉
「
讃
岐
蘭
学
の
先
駆
者
合
田
強
の
『
紅
毛
医
言
』
に
就
て
」
香
川
県
学
友
会
雑
誌
部
（
『
学
友
』
吃
／
お
）
（
（
昭
和
十
一
年
）
。

竹
内
席
夫
「
蘭
方
内
科
の
先
駆
者
合
田
求
吾
」
坂
出
文
化
協
会
（
「
海
橋
」
９
号
）
（
昭
和
五
十
八
年
）
。

宗
田
一
『
図
説
・
日
本
医
療
文
化
史
』
一
四
六
、
一
四
八
、
一
七
○
’
一
七
四
頁
、
思
文
閻
出
版
（
昭
和
六
十
四
年
）
。

山
本
四
郎
『
小
石
元
俊
』
吉
川
弘
文
館
（
人
物
叢
書
咄
）
（
昭
和
四
十
二
年
）
。

岡
田
唯
吉
「
讃
岐
の
四
大
医
に
つ
い
て
」
鎌
田
共
済
会
・
郷
土
博
物
館
蔵
。

山
本
四
郎
「
合
田
求
吾
兄
弟
の
伝
記
資
料
に
つ
い
て
」
合
田
慶
助
氏
蔵
。

(100） 498



6GKOmOIgen"writtenbyGOdaKyngo

byTakeoNAGAYO

Inl762,threeyearsafterthepublicationof$@ZOshi''(thefirstanatomicalbookwrittenbyaJapa-

nese)byYamawakiTOy6,G6daKyngo,oneofthedisciplesofT6y6,wenttoNagasakiDuring

histwoandahalfmonthstaytherehelearnedDutchstylemedicine,especiallyinternalmedicine,

fromthetranslatorYoshioK6gynandhisyoungerbrother,bytheaidofimportedDutchmedical

books.Kyngorecordedtheirlecturesinfivevolumenotesandentitledit:<K6m61gen''(Medicine

oftheNetherlands).Thenatures,symptomsanddiagnosesofseveraldiseases,includinginfectious

andepidemicdiseasesandthewayoftreatmentswererecordedinthenotes.

Thismanuscriptattemptstointroducethecontentsof@<K6m61gen''togetherwithitsback

groundandstressestheimportanceofthesenotesforthebeginningsofmodernmedicineinl8th

centuryJapan.Thesignificanceofthe@<KOmOIgen''as!ahistoricalmedicalliteratureisalso

pointedout.

（
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